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障がいの特性に応じたコミュニケーションの例

条
例
で
目
指
す
こ
と

⃝

町
の
役
割

　
町
民
や
事
業
者
と
連
携
し
、
手
話
へ
の

理
解
や
、
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
つ
い
て
、
必

要
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

⃝

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
手
話
を
は
じ
め
と
す
る
、
障
が
い
が
あ

る
人
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

⃝

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
町
が
推
進
す
る
施
策
へ
の
協
力
に
努
め
、

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
合
理

的
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

　
手
話
は
、
音
で
は
な
く
「
形
」
や
「
表

情
」
を
用
い
て
思
考
を
伝
え
合
う
言
語
で

す
。
近
年
、
国
際
条
約
や
法
律
に
て
、
手

話
が
言
語
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
以

降
、
全
国
の
自
治
体
で
手
話
言
語
条
例
を

制
定
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
６
月
に
手
話
言
語
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
安
心
し
て
共
に
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

手の動きや表情による視覚言語。
手に触れて読み取る「触手話」
もあります。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
と
連
携
し
、

手
話
通
訳
ア
プ
リ
「SureTalk

」
の
実

証
実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
ア
プ
リ
は

声
に
よ
る
音
声
情
報
と
手
話
に
よ
る
動
画

情
報
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
に
テ
キ
ス

ト
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
で
、
会
話
を

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。
手
話
を
用
い
る
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
円
滑
に
行
う
た
め
の

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
参
加
を
決
定
し
ま

し
た
。
県
内
で
は
初
の
取
り
組
み
で
す
。

６
月
15
日
に
は
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
で
報
道

発
表
を
行
い
、
来
庁
者
や
報
道
機
関
に
目

的
や
窓
口
で
の
活
用
場
面
を
紹
介
し
ま
し

た
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
内
で
は
役
場
で
の

手
続
き
を
模
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
町
内
在
住
で
自
身
も
ろ
う

者
の
竹た

け

中な
か

さ
ん
が
実
演
し
ま
し
た
。

SureTalk

ア
プ
リ
が
入
っ
た
端
末
は
普

段
は
福
祉
課
に
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て

庁
舎
内
の
各
課
で
共
有
す
る
予
定
で
す
。

　
聴
覚
、
言
語
、
音
声
、
そ
の
他
の
障
が

い
の
た
め
、
意
思
疎
通
に
当
た
っ
て
支
障

が
あ
る
人
に
、
意
思
疎
通
を
仲
介
す
る
通

訳
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
病
院
の
受
診
、

各
講
習
会
で
の
学
習
や
、
生
活
相
談
な
ど
、

日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
で
き
ま
す
。

問�

一
般
財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉

協
会
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⃝

手
話
通
訳
者
派
遣

　
手
話
を
主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
す
る
人
々
に
、
専
門
の
手
話
通
訳
者

を
派
遣
し
、
意
思
疎
通
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

ま
す
。

⃝

要
約
筆
記
者
派
遣

　
手
話
を
主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
と
す
る
人
々
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
会

話
や
講
義
の
内
容
を
把
握
す
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
で
す
。

文字を書いて伝えます。
ホワイトボードや太い筆記具
を使うとより効果的です。

盛り上がった６つの点で表現。
指を叩く「指点字」や専門機器
も活用されます。

絵や文字を指さして意思を確認。
知的障害や外国人にも有効です。

音声をリアルタイムで文字に
する、または絵をタップして
音声で伝える技術です。

…

…

意思疎通支援事業

　
「
手
話
は
言
語
で
あ
る
」
と
い
う
認
識

を
広
め
、
手
話
を
は
じ
め
、
障
が
い
が
あ

る
人
が
そ
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
安
心
し
て
生
活
し
、

社
会
参
加
で
き
る
「
共
生
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
、
行
政
、
住
民
、
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
て
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

手
話
言
語
条
例
を
制
定

申
問
福
祉
課　
障
が
い
福
祉
係　
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S

シ
ユ
ア
ト
ー
ク

ureTalk

ア
プ
リ
で
手
話
対
応
を
支
援

意
思
疎
通
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

手
しゆ

話
わ

筆
ひつ

談
だん

点
てん

字
じ

コミュニケーションボード スマートフォンアプリの活用

アプリを介して会話する竹中さん（左）

役所での手続きや病院受診など、
生活のさまざまな場面で手話通訳者を派遣

講義・集会の機会などで要約筆記者を派遣 詳しくは
こちら

詳しくは
こちら




